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【主な掲載記事】
•第 13回ひかわまつり
•平成 30年度一般会計予算 ほか
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小
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し
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第13回氷川まつり

平成30年度一般会計予算

平成30年度 人事異動／新規採用職員紹介

空き家バンク

氷川町住宅リフォーム等推進事業

農業委員会からのお知らせ

まちのわだい

けんこうだより

立神峡だより

町民文芸

文化財つれづれ／八火図書館だより

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき

5月カレンダー

ひかわっ子写真館／まちのホットライン
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【用語の解説】
町の行政運営の基本的な経費を計上している会計。

特定の歳入・歳出を一般のものと区別して処理するための会
計。主なものとして、国民健康保険特別会計や、介護保険特別
会計などがあります。

町税など、町が自主的に収入できる財源。平成30年度の歳入
全体に占める割合は約26.2％

地方交付税や国庫支出金など、国・県から交付されるもの。平
成30年度の歳入全体に占める割合は約73.8％

一 般 会 計：

特 別 会 計：

自 主 財 源：

依 存 財 源：

平成30年度一般会計予算に計上されたうち住民生活に関連のある主な事業
（単位：千円）

【特別会計】

【お問い合せ先】 氷川町役場 企画財政課　　☎ 52-5850（直通）
詳しい資料は、企画財政課にありますので、閲覧を希望される人は、お気軽にお申し出ください。

項　目 予算額（千円）

国民健康保険 2,009,612

後期高齢者医療 161,966

介護保険 1,592,057

公共下水道事業 488,731

事　 業 　内 　容 予 算 額

住み良いまちづくり推進のため地区の防災活動や地区運営を支援する地区活性化総合交付金制度 20,427

住民の生命・財産を守るための消防施設・資器材整備事業 584,309

安全安心な暮らしを支えるための交通安全施設整備事業 1,434

総合振興計画地区別計画に基づき住民自らが主体的に行う地区のまちづくり活動の支援
（住民主役のまちづくり補助金） 6,500

町内への移住定住促進を図る空き家バンク促進補助金事業 6,000

少子高齢化社会に対応する活力ある社会を築くため、次代を担う子の誕生を祝福し、健やかな成長を願い、
子育てを支援するすこやか赤ちゃん出産祝金支給事業 8,000

0歳から中学生までを対象に支給する児童手当 177,600

乳幼児から中学校終期までの医療費に対する助成（医療費無料化） 43,200

家庭から出されるごみの収集から処理費用（八代生活環境事務組合負担金含む） 180,188

住宅用新エネルギー（太陽光発電システム等）の導入促進助成事業 1,725

母子ともに安全な出産を迎えるための妊婦健診、乳幼児期の健全な発育、疾病の早期発見につながる乳幼児
健診等の母子保健事業 12,126

高齢者の健康体操やレクリエーションを地区公民館で行う「いきいきサロン事業」 3,651

一人暮らし高齢者で調理が困難な世帯等に対する配食サービス事業 13,320

健診・保健指導事業の充実（住民健診、40歳、50歳、60歳を対象とした節目ドック等経費） 31,135

各種予防接種費用の助成による疾病予防対策の充実 31,655

農業経営の安定と産地体制の強化を支援するための農業元気づくり支援事業 4,078

畳表張替助成事業 1,500

地域の持つ多面的な機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動に対する支援を行う多面的機能支払交付
金事業 64,270

住民の生活環境向上と町内産業の活性化を図るための住宅リフォーム促進助成事業（災害復旧含む。） 25,000

町道・河川・橋りょう等改良改修、維持管理事業 256,959

小中学校の教育環境の充実を図るＩＣＴ支援事業 5,690

小学生の宿泊通学体験事業 1,290

北海道大空町との人材育成派遣交流事業 2,920
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『幸せを実感できる氷川町』を創造する

町民1人に使われるお金は
※一般会計予算額を平成30年3月31日現在の人口12,031人で割った額です。

生命・財産を守る組織体制と施設装備整備の年

68億3,734万7千円
568,310円

平成30年度 一般会計予算

限られた財源を重点的・効率的に配分
　3月の定例議会で平成30年度の氷川町一般会計予算と各特別会計予算が可決されました。
　予算額は、一般会計予算が、68億3,734万7千円（対前年比2.7％増）、各特別会計予算の合計額が、42億5,236万6
千円となっています。
　今月は、その概要についてお知らせいたします。
　今年度も引き続き、経費の節減や適正な事業選択など効率的な行政運営を進め、財政の健全化に努めていきま
す。町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

項　目 予算額（千円） 構成比（％）

自
主
財
源

町　　税 925,623 13.5

繰 越 金 32,686 0.5

繰 入 金 658,604 9.6

そ の 他 177,262 2.6

計 1,794,175 26.2

依
存
財
源

地方交付税 2,640,000 38.6

国庫支出金 486,375 7.1

県 支 出 金 522,497 7.7

町　　　債 1,149,700 16.8

地方譲与税ほか 244,600 3.6

計 5,043,172 73.8

歳入合計 6,837,347 100.0

【歳　入】

【歳　出】
項　目 予算額（千円） 構成比（％）

議 会 費 68,506 1.0

総 務 費 1,561,506 22.9

民 生 費 1,431,695 20.9

衛 生 費 766,566 11.2

農林水産業費 324,939 4.8

商工費ほか 110,834 1.6

土 木 費 595,406 8.7

消 防 費 870,782 12.7

教 育 費 384,288 5.6

公 債 費 722,825 10.6

歳出合計 6,837,347 100.0

歳 出

歳 入
依存財源
73.8％

自主財源
26.2％

地方交付税
26億4,000万円

38.6％

国庫支出金
4億8,637万5千円

7.1％

総務費
15億6,150万6千円

22.9％

民生費
14億3,169万5千円

20.9％

消防費
8億7,078万2千円

12.7％

教育費
3億8,428万8千円

5.6％

公債費
7億2,282万5千円

10.6％

議会費
6,850万6千円

1.0％

衛生費
7億6,656万6千円

11.2％

商工費ほか
1億1,083万4千円

1.6％

土木費
5億9,540万6千円

8.7％

農林水産業費
3億2,493万9千円

4.8％

県支出金
5億2,249万7千円

7.7％

町債
11億4.970万円

16.8％

町税
9億2,562万3千円

13.5％

繰越金
3,268万6千円

0.5％

繰入金
6億5,860万4千円

9.6％

その他
1億7,726万2千円

2.6％

地方譲与税ほか
2億4,460万円

3.6％
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【用語の解説】
町の行政運営の基本的な経費を計上している会計。

特定の歳入・歳出を一般のものと区別して処理するための会
計。主なものとして、国民健康保険特別会計や、介護保険特別
会計などがあります。

町税など、町が自主的に収入できる財源。平成30年度の歳入
全体に占める割合は約26.2％

地方交付税や国庫支出金など、国・県から交付されるもの。平
成30年度の歳入全体に占める割合は約73.8％

一 般 会 計：

特 別 会 計：

自 主 財 源：

依 存 財 源：

平成30年度一般会計予算に計上されたうち住民生活に関連のある主な事業
（単位：千円）

【特別会計】

【お問い合せ先】 氷川町役場 企画財政課　　☎ 52-5850（直通）
詳しい資料は、企画財政課にありますので、閲覧を希望される人は、お気軽にお申し出ください。

項　目 予算額（千円）

国民健康保険 2,009,612

後期高齢者医療 161,966

介護保険 1,592,057

公共下水道事業 488,731

事　 業 　内 　容 予 算 額

住み良いまちづくり推進のため地区の防災活動や地区運営を支援する地区活性化総合交付金制度 20,427

住民の生命・財産を守るための消防施設・資器材整備事業 584,309

安全安心な暮らしを支えるための交通安全施設整備事業 1,434

総合振興計画地区別計画に基づき住民自らが主体的に行う地区のまちづくり活動の支援
（住民主役のまちづくり補助金） 6,500

町内への移住定住促進を図る空き家バンク促進補助金事業 6,000

少子高齢化社会に対応する活力ある社会を築くため、次代を担う子の誕生を祝福し、健やかな成長を願い、
子育てを支援するすこやか赤ちゃん出産祝金支給事業 8,000

0歳から中学生までを対象に支給する児童手当 177,600

乳幼児から中学校終期までの医療費に対する助成（医療費無料化） 43,200

家庭から出されるごみの収集から処理費用（八代生活環境事務組合負担金含む） 180,188

住宅用新エネルギー（太陽光発電システム等）の導入促進助成事業 1,725

母子ともに安全な出産を迎えるための妊婦健診、乳幼児期の健全な発育、疾病の早期発見につながる乳幼児
健診等の母子保健事業 12,126

高齢者の健康体操やレクリエーションを地区公民館で行う「いきいきサロン事業」 3,651

一人暮らし高齢者で調理が困難な世帯等に対する配食サービス事業 13,320

健診・保健指導事業の充実（住民健診、40歳、50歳、60歳を対象とした節目ドック等経費） 31,135

各種予防接種費用の助成による疾病予防対策の充実 31,655

農業経営の安定と産地体制の強化を支援するための農業元気づくり支援事業 4,078

畳表張替助成事業 1,500

地域の持つ多面的な機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動に対する支援を行う多面的機能支払交付
金事業 64,270

住民の生活環境向上と町内産業の活性化を図るための住宅リフォーム促進助成事業（災害復旧含む。） 25,000

町道・河川・橋りょう等改良改修、維持管理事業 256,959

小中学校の教育環境の充実を図るＩＣＴ支援事業 5,690

小学生の宿泊通学体験事業 1,290

北海道大空町との人材育成派遣交流事業 2,920
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お持ちの空き家を

『空き家バンク』に登録してみませんか？
　空き家バンクとは、賃貸・売却できる空き家を登録し、その物件の情

報を町に移住や定住を希望する人に提供する制度です。

　町内には多くの空き家が見受けられます。人が住まなくなった家は

傷みが進み、管理が不十分だと、不法侵入、放火などが心配されます。

また、倒壊や屋根・外壁等の落下により、隣家や通行者に被害を与える

と、所有者は賠償責任を負う可能性があります。

　「氷川町で生活をしたい！」「氷川町に住み続けたい！」とのご要望に

対応するため、町では、空き家バンクに登録する物件の確保に努めてお

りますが、まだ十分とはいえない状況にあります。

　町内に空き家をお持ちで売買や賃貸をお考えの人は、空き家活用の

１つの方法として、空き家バンクへの登録をご検討下さい。また、登録

していただいた物件には、家財撤去や修繕に対する補助もありますの

で、お気軽にご相談下さい。

【お問い合わせ先】宮原振興局　総務振興課　まちづくり推進係　　☎ 62-2317
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（①氏名、②所属、③出身地区名（市町村）、④趣味・特技、⑤抱負）

②健康福祉課保健予防係
③有佐地区
④散歩
⑤皆さま初めまして管理栄養士の谷川

です。昨年までの約８年間は病院に
勤めておりました。

　行政の仕事は初めてでまだまだ不慣
れですが、食を通して氷川町の方々
の健康増進に努めて参りたいと考え
ております。どうぞよろしくお願い致
します。

① 谷川　和歌子（たにがわ　わかこ）

②健康福祉課国民健康保険係
③八代市
④ジョギング、ピアノ
⑤このたび、氷川町の健康福祉、医療

の発展に携わらせていただくことに
なりました。育ちは八代ですが、氷川
町には今まで大変お世話になりまし
たので、これから恩返しの気持ちも
込めて努めていきたいと考えていま
す。不慣れなところも多々あると思
いますが、１日でも早く仕事を覚え
られるよう努力しますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

②健康福祉課福祉係
③栫地区
④映画鑑賞、バスケットボール
⑤初めまして、上田菜月です。生まれ

育った氷川町のために少しでも恩返
しができるよう精一杯頑張っていき
たいと思います。

　慣れないことも多く迷惑をかける点
もあると思いますが、よろしくお願い
いたします。

① 池田　大公（いけだ　ひろたか） ① 上田　菜月（うえだ　なつき）

町長部局
 課長級 ◆ 健康福祉課長　　　 　　 　 山本　昭義 （生涯学習課長）
 課長補佐級	 ◆ 商工観光課長補佐　　 　 　 村上　孝治 （総務課長補佐）
  ◆ 総務課長補佐　　　　　 　  西村　憲志 （商工観光課長補佐）
  ◆ 総務課主幹兼生活安全推進係長     畑野　光昭 （税務課主幹兼資産税係長）
  ◆ 健康福祉課主幹兼福祉係長 柿本　宏樹 （総務課主幹兼生活安全推進係長）
  ◆ 税務課主幹兼資産税係長　 中島　純一　 （健康福祉課主幹兼介護保険係長）
 係長級 ◆ 健康福祉課介護保険係長　　 永田 　満 （企画財政課財政係参事）
  ◆ 企画財政課財政係参事　　　 澤田　寛史 （農地整備課農地整備係参事）
  ◆ 農地整備課農地整備係参事　 小田　尊之 （農業振興課農政係参事）
  ◆ 企画財政課財政係参事　　　 永田亜希子 （学校教育課学校教育係参事）
 主　事 ◆ 建設下水道課管理係　　　　 野中　俊志 （町民環境課町民環境係）
  ◆ 建設下水道課下水道係　　　 松田　健志 （生涯学習課生涯学習係）
  ◆ 総務課行政係　　　　　　　 宇田　将人 （建設下水道課下水道係）
  ◆ 町民環境課戸籍住民係　　　 道永　幸美 （税務課住民税係）
  ◆ 税務課資産税係　　　　　 大渕　光祐 （企画財政課企画係）
  ◆ 税務課住民税係　　　　　   松浦　拓実 （総務振興課まちづくり推進係）
  ◆ 総務振興課まちづくり推進係  岡部　光信 （建設下水道課管理係）
  ◆ 農業振興課農政係　　　　　 松山　大祐 （健康福祉課国民健康保険係）
  ◆ 健康福祉課保健予防係　　　 谷川和歌子 （新規採用）
  ◆ 健康福祉課国民健康保険係   池田　大公 （新規採用）
  ◆ 健康福祉課福祉係　　　　　 上田　菜月 （新規採用）
農業委員会
 係長級 ◆ 事務局主幹兼係長　　　　　 　　  廣松　克房 （健康福祉課主幹兼福祉係長）

教育委員会
 課長級	 ◆ 生涯学習課長　　　 　 　  増永　光幸 （健康福祉課長）
　	 係長級	 ◆ 学校教育課学校教育係参事  川野　瑠美 （町民環境課戸籍住民係参事）
　	 主　事	 ◆ 氷川町及び八代市中学校組合調理員 八間川秀一 （学校教育課学校給食係調理員）　
　	 	 ◆ 学校教育課学校給食係調理員    辛川　源樹 （氷川町及び八代市中学校組合調理員）
　　		 ◆ 生涯学習課社会体育係　　  田中　秀弥 （建設下水道課下水道係）

副 町 長　  平　  逸郎（再　任）
教 育 長　太田　篤洋（再　任）　

人 事 異 動　４月１日付けで人事異動を行いました。（　）内は前職名。
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お持ちの空き家を

『空き家バンク』に登録してみませんか？
　空き家バンクとは、賃貸・売却できる空き家を登録し、その物件の情

報を町に移住や定住を希望する人に提供する制度です。

　町内には多くの空き家が見受けられます。人が住まなくなった家は

傷みが進み、管理が不十分だと、不法侵入、放火などが心配されます。

また、倒壊や屋根・外壁等の落下により、隣家や通行者に被害を与える

と、所有者は賠償責任を負う可能性があります。

　「氷川町で生活をしたい！」「氷川町に住み続けたい！」とのご要望に

対応するため、町では、空き家バンクに登録する物件の確保に努めてお

りますが、まだ十分とはいえない状況にあります。

　町内に空き家をお持ちで売買や賃貸をお考えの人は、空き家活用の

１つの方法として、空き家バンクへの登録をご検討下さい。また、登録

していただいた物件には、家財撤去や修繕に対する補助もありますの

で、お気軽にご相談下さい。

【お問い合わせ先】宮原振興局　総務振興課　まちづくり推進係　　☎ 62-2317
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◆「
積
立
方
式
」の
年
金
で
す
の
で
、

加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
左
右

さ
れ
な
い
、安
定
し
た
制
度
で

す
。

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
人
な
ら
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
農
業
の
担
い
手
と
し
て
下
の
表

の
要
件
を
満
た
す
人（
青
色
申

告
者
、認
定
農
業
者
な
ど
）は
月

額
で
最
高
１
万
円
の
国
庫
補
助

を
活
用
し
た
政
策
支
援
加
入
が

可
能
で
す
。

◆
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
、社

会
保
険
料
の
控
除
の
対
象
と
な

り
、所
得
税
や
住
民
税
の
節
税

に
な
り
ま
す
。（
節
税
額
は
、支

払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程

度
）

※
課
税
所
得
が
１
５
０
万
円（
税

率
15
％
）の
場
合
の
税
額

①
農
業
者
年
金
に
未
加
入

　
１
５
０
万
円
×
15
％
＝

22
万
５
０
０
０
円

②
農
業
者
年
金
に
加
入（
保
険
料

月
額
２
万
円
、年
額
24
万
円
）

　
（
１
５
０
万
円-

24
万
円
＝

１
２
６
万
円
）
×
15
％
＝

18
万
９
０
０
０
円

①-

②
＝
３
万
６
０
０
０
円
節

税
に
な
り
ま
す
！

◆
年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま
す
。

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場

合
で
も
、死
亡
し
た
翌
月
か
ら

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

だ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
現
況
届
は
、年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
毎
年
の
手
続
き
で

す
。

　
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、必
ず
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
が
届
く
時
期
は･･･

　
５
月
末
ご
ろ
、受
給
権
者
へ
直
接

「
封
書
」で
届
き
ま
す
。

◆
現
況
届
の
提
出
時
期
は･･･

　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
農
業
委
員

会
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
宮
原
地
区
の
人
へ
】

　
６
月
１
日
㈮
・
４
日
㈪
の
２
日

間
は
宮
原
振
興
局
で
受
け
付
け
し

ま
す
。そ
れ
以
外
の
日
に
提
出
さ
れ

る
と
き
は
、お
手
数
で
す
が
農
業
委

員
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
と･･･

　
提
出
が
な
い
と
き
は
、11
月
の
支

払
い
よ
り
、年
金
が
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
現
況
届
は

忘
れ
ず
に
提
出
を

◆政策支援加入（保険料の補助）対象者と補助額

区分 必要な条件
国庫補助

35歳未満 35歳以上
１ 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

３ 区分1または2の人と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または後継者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

４ 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす人で、3年以内に両方を満た
すことを約束した人 6,000円（3割） 4,000円（2割）

５ 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分1を満たすことを約束した後継者 6,000円（3割）

平成29年　氷川町賃借料情報の提供について
　平成29年1月から12月までに締結（公告）された賃
貸借における賃借料水準（10アールあたり）は、以下の
とおりです。

【田（水稲）の部】

【畑（普通畑）の部】

【畑（樹園地）の部】

※賃借料は、果樹の成木込みの金額。
※データ数は、集計に用いた筆数である。

【お問い合わせ先】氷川町農業委員会　☎52-5861（直通）

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 17,600円 179

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 9,400円 3

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 17,900円 23
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◆
対
象
者
・
対
象
住
宅

①
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
お
り
、

対
象
家
屋
に
居
住
し
て
い
る
者
。

②
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、ど
ち
ら
か

の
親
ま
た
は
子
が
所
有
し
、自
己

が
居
住
し
て
い
る
町
内
の
住
宅
。

③
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は
居

住
部
分
の
み
。マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
自
己
占
有
部
分
。

※
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
貸
家
、借
家

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
工
事

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事（
増
築
・
改

築
・
補
修
・
設
備
改
善
な
ど
）及

び
空
き
家
の
解
体
工
事
。増
築

の
場
合
は
既
存
建
物
の
面
積
を

超
え
な
い
こ
と
。

②
年
度
内
に
工
事
が
完
了
し
、工
事

代
金
の
支
払
い
が
で
き
る
こ
と
。

◆
一
部
損
壊
住
宅
の
特
例
措
置

①
当
該
住
宅
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で

に
こ
の
事
業
の
助
成
を
受
け
て

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。（
２

回
ま
で
）

※
通
常
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で
１

回
、一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書

添
付
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

で
１
回
と
な
り
ま
す
。

②
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
に
改

修
工
事
に
着
手
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
、す
で
に
工
事
が
完
了
し

た
も
の
や
登
録
工
事
店（
下
記
）

以
外
の
業
者
で
施
工
し
た
も
の

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
改
修
工
事
に
要
す
る
経
費
が

10
万
円
未
満
で
も
対
象
と
し
、

町
税
な
ど
の
未
納
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。

　
期
限
：
平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で

◆
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

①
土
地
の
購
入
お
よ
び
造
成
に
係

る
費
用

②
広
告
、看
板
な
ど
の
設
置
に
係

る
費
用

③
外
構
工
事
な
ど
の
住
宅
本
体
以

外
に
係
る
費
用

④
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
お
よ

び
管
路
工
事
に
係
る
費
用

⑤
家
電
製
品
、
給
湯
器
、エ
コ

キ
ュ
ー
ト
、家
具
、車
庫
や
物
置

の
設
置
・
撤
去
、植
木
伐
採
処

分
な
ど
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課
　

　
☎
62
・
２
３
１
５（
直
通
）

お
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
せ
ん
か
？

氷
川
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業

　
氷
川
町
で
は
、住
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、町
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
登
録
工
事
店（
下
記
参

照
）に
依
頼
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
を
行
う
場
合
、そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、通
算
で
１
回
し
か
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
住
宅

で
、町
が
発
行
す
る
り
災
証
明
書
に
お
い
て「
一
部
損
壊
」の
判
定
を
受

け
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、通
算
で
２
回
ま
で（
た
だ
し
、同
一
年
度
内
の

申
請
は
除
く
）助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。補
助
内
容
は
、工

事
経
費
の
20
％（
上
限
20
万
円
）で
す
。

【住宅リフォーム等促進事業登録工事店一覧】

薄田塗装 祐電 澤田建築 （株）松本建築 マツナガ工芸 竜北設備

森工業 寺田建築 山口工房 (株)沖田 光永左官工業 (株)前田建設

磯崎建築 ＭＪＫ三好建設 山元塗装 堀井建装 小松建築 前田建築

竹本建築 髙岡建築 原田建築 リュウケンホーム (有)野村工業 山本建築

上田木工所 福田建築 (有)カワマタシステムズ (株)黒田商会 沼里建築 (株)フルサト電材販売

片山工業 上田タイル工業 マエダ住建 本田建築 村上木工所 四宮材木店

塚本住建 上田工務店 早川住建 (有)峠建設 ぐりーんはうす (株)竜北建設

鶴田工務店 (有)氷川サッシ (有)四宮商会 (株)華丸設備工業 (有)もみのき 氷川燃料(有) 

橋本住建 中島建築 西河建築 (株)イッセイハウス 野崎建築 塚本建築

(有)稲葉工業 浜田鉄工所 光栄建設(株) 松田塗装工業 和幸建築 タワラ住宅設備

前田設備工業 緒方工業 緒方建築 氷川総合設備 (有)木屋 角田建築

田中設備工業 髙岡工匠 （有）森口設備工業 北村建築 　聖建設（株）
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◆「
積
立
方
式
」の
年
金
で
す
の
で
、

加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
左
右

さ
れ
な
い
、安
定
し
た
制
度
で

す
。

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
人
な
ら
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
農
業
の
担
い
手
と
し
て
下
の
表

の
要
件
を
満
た
す
人（
青
色
申

告
者
、認
定
農
業
者
な
ど
）は
月

額
で
最
高
１
万
円
の
国
庫
補
助

を
活
用
し
た
政
策
支
援
加
入
が

可
能
で
す
。

◆
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
、社

会
保
険
料
の
控
除
の
対
象
と
な

り
、所
得
税
や
住
民
税
の
節
税

に
な
り
ま
す
。（
節
税
額
は
、支

払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程

度
）

※
課
税
所
得
が
１
５
０
万
円（
税

率
15
％
）の
場
合
の
税
額

①
農
業
者
年
金
に
未
加
入

　
１
５
０
万
円
×
15
％
＝

22
万
５
０
０
０
円

②
農
業
者
年
金
に
加
入（
保
険
料

月
額
２
万
円
、年
額
24
万
円
）

　
（
１
５
０
万
円-

24
万
円
＝

１
２
６
万
円
）
×
15
％
＝

18
万
９
０
０
０
円

①-

②
＝
３
万
６
０
０
０
円
節

税
に
な
り
ま
す
！

◆
年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま
す
。

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場

合
で
も
、死
亡
し
た
翌
月
か
ら

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

だ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
現
況
届
は
、年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
毎
年
の
手
続
き
で

す
。

　
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
、必
ず
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
が
届
く
時
期
は･･･

　
５
月
末
ご
ろ
、受
給
権
者
へ
直
接

「
封
書
」で
届
き
ま
す
。

◆
現
況
届
の
提
出
時
期
は･･･

　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
農
業
委
員

会
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
宮
原
地
区
の
人
へ
】

　
６
月
１
日
㈮
・
４
日
㈪
の
２
日

間
は
宮
原
振
興
局
で
受
け
付
け
し

ま
す
。そ
れ
以
外
の
日
に
提
出
さ
れ

る
と
き
は
、お
手
数
で
す
が
農
業
委

員
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
と･･･

　
提
出
が
な
い
と
き
は
、11
月
の
支

払
い
よ
り
、年
金
が
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
現
況
届
は

忘
れ
ず
に
提
出
を

◆政策支援加入（保険料の補助）対象者と補助額

区分 必要な条件
国庫補助

35歳未満 35歳以上
１ 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

３ 区分1または2の人と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または後継者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

４ 認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす人で、3年以内に両方を満た
すことを約束した人 6,000円（3割） 4,000円（2割）

５ 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分1を満たすことを約束した後継者 6,000円（3割）

平成29年　氷川町賃借料情報の提供について
　平成29年1月から12月までに締結（公告）された賃
貸借における賃借料水準（10アールあたり）は、以下の
とおりです。

【田（水稲）の部】

【畑（普通畑）の部】

【畑（樹園地）の部】

※賃借料は、果樹の成木込みの金額。
※データ数は、集計に用いた筆数である。

【お問い合わせ先】氷川町農業委員会　☎52-5861（直通）

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 17,600円 179

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 9,400円 3

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 17,900円 23
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鏡
消
防
署
氷
川
分
署
が

運
用
を
開
始

　
鏡
消
防
署
氷
川
分
署
が
運
用
を
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
市
街
地
２
」の
建
物
火

災
に
お
け
る
６･

５
分
以
内
の
現
場
到
着

時
間
の
達
成
と
、管
内
北
部
の
大
規
模
災

害
時
の
対
応
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

が
強
化
さ
れ
、今
後
の
消
防
ニ
ー
ズ
へ
の

的
確
な
対
応
と
、圏
域
住
民
の
一
層
の
安

心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
敷
地
に
つ
い
て
は
面
積
６
０
８
０
㎡

の
中
に
、緊
急
消
防
援
助
隊
の
一
次
集
結

場
所
、津
波
・
大
規
模
風
水
害
対
策
車
車

載
の
水
陸
両
用
車（
バ
ギ
ー
）の
訓
練
施

設
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、更
に
消
防
団

の
実
践
的
な
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
等
が
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。

交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付

式
お
よ
び
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
出
発
式
を
開
催

　
氷
川
町
役
場
に
お
い
て
氷
川
町
交
通

指
導
員
の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
交
通
指
導
員
は
、交
通
事
故
の
な
い
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に
条
例
に

よ
り
、町
長
が
委
嘱
し
、主
に
児
童
の
登

下
校
時
に
お
け
る
交
通
指
導
と
保
護
誘

導
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、４
月
１
日
付
で
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
た
の
は
、滝
本
龍
夫
さ
ん（
再
、

河
原
）、前
橋
照
雄
さ
ん（
再
、高
塚
）、吉

村
郁
夫
さ
ん（
再
、新
村
北
）、森
崎
金
蔵

さ
ん（
再
、東
上
宮
）、久
保
田
武
徳
さ
ん

（
再
、栫
）、宮
本
義
弘
さ
ん（
再
、上
鹿

島
）、前
田
正
裕
さ
ん（
再
、高
塚
）、宮
下

照
喜
さ
ん（
再
、北
野
津
）、髙
山
憲
生
さ

ん（
新
、高
塚
）の
９
人
で
す
。

　
ま
た
同
日
、新
型
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
出
発
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
新
型
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
は
、氷
川
町
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

さ
ら
に
活
発
化
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
と
氷
川
町
の

補
助
を
受
け
、新
規
に
購
入
し
た
も
の
で

す
。藤
本
町
長
か
ら
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を

受
け
取
っ
た
滝
本
龍
夫
隊
長
は
、「
こ
の

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
活
用
し
て
、安

全
・
安
心
な
氷
川
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
氷
川
町
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で

は
、こ
の
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
平
日

の
下
校
時
間
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、子
ど
も
の

見
守
り
や
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲交通指導員のみなさん

▲新型パトロールカー出発式の様子

1
4/

3
4/

▲運用開始された鏡消防署氷川分署
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氷
川
町
特
産
品
加
工
セ
ン

タ
ー「
創
生
館
」落
成

　
氷
川
町
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー「
創

生
館
」の
落
成
式
を
開
催
し
、小
野
副
知

事
や
県
議
会
議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、国
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
し
た
も
の

で
、町
の
豊
か
な
農
産
物
を
使
用
し
た
魅

力
あ
る
特
産
品
の
開
発
や
製
造
を
行
い
、

販
路
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
で
、地
元
農

産
物
の
活
用
促
進
に
よ
る
農
業
所
得
の

向
上
や
担
い
手
の
確
保
、新
た
な
雇
用
の

創
出
に
繋
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、販
路
拡
大
を
行
う
上
で
は
、加

工
製
品
の
製
造
過
程
で
異
物
混
入
な
ど

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
無
く
し
信
頼
度

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、高
い

衛
生
管
理
に
対
応
で
き
る
エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
付
き
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
も
備
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
運
用
に
つ
い
て
は
、道
の

駅
竜
北
物
産
館
の
運
営
を
行
っ
て
い
る

㈲
氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
施
設

を
借
り
受
け
、目
的
に
沿
っ
た
活
用
を
行

い
ま
す
。

全
国
大
会
等
出
場
者
激
励
会

　
氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、九
州

大
会
出
場
者
激
励
会
が
行
わ
れ
、出
場

者
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。出
場

大
会
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
名
】

第
27
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
九
州
地
区
大
会

【
出
場
者
】

　
音
楽
教
室
ど
り
ー
む

　
竜
北
東
小
学
校
３
年

　
◦
山
本
　
百も

も

か
日
花
さ
ん（
高
塚
）

▲山本　百日花さん

▲テープカットをされる小野副知事（中央左）と磯田県議（中央右）

▲クリーンルーム室内▲クリーンルーム入口のエアーシャワー室

26
3/

26
3/
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始

　
鏡
消
防
署
氷
川
分
署
が
運
用
を
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
市
街
地
２
」の
建
物
火

災
に
お
け
る
６･

５
分
以
内
の
現
場
到
着

時
間
の
達
成
と
、管
内
北
部
の
大
規
模
災

害
時
の
対
応
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

が
強
化
さ
れ
、今
後
の
消
防
ニ
ー
ズ
へ
の

的
確
な
対
応
と
、圏
域
住
民
の
一
層
の
安

心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
敷
地
に
つ
い
て
は
面
積
６
０
８
０
㎡

の
中
に
、緊
急
消
防
援
助
隊
の
一
次
集
結

場
所
、津
波
・
大
規
模
風
水
害
対
策
車
車

載
の
水
陸
両
用
車（
バ
ギ
ー
）の
訓
練
施

設
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、更
に
消
防
団

の
実
践
的
な
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
等
が
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。

交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付

式
お
よ
び
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
出
発
式
を
開
催

　
氷
川
町
役
場
に
お
い
て
氷
川
町
交
通

指
導
員
の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
交
通
指
導
員
は
、交
通
事
故
の
な
い
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に
条
例
に

よ
り
、町
長
が
委
嘱
し
、主
に
児
童
の
登

下
校
時
に
お
け
る
交
通
指
導
と
保
護
誘

導
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、４
月
１
日
付
で
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
た
の
は
、滝
本
龍
夫
さ
ん（
再
、

河
原
）、前
橋
照
雄
さ
ん（
再
、高
塚
）、吉

村
郁
夫
さ
ん（
再
、新
村
北
）、森
崎
金
蔵

さ
ん（
再
、東
上
宮
）、久
保
田
武
徳
さ
ん

（
再
、栫
）、宮
本
義
弘
さ
ん（
再
、上
鹿

島
）、前
田
正
裕
さ
ん（
再
、高
塚
）、宮
下

照
喜
さ
ん（
再
、北
野
津
）、髙
山
憲
生
さ

ん（
新
、高
塚
）の
９
人
で
す
。

　
ま
た
同
日
、新
型
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
出
発
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
新
型
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
は
、氷
川
町
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

さ
ら
に
活
発
化
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
と
氷
川
町
の

補
助
を
受
け
、新
規
に
購
入
し
た
も
の
で

す
。藤
本
町
長
か
ら
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を

受
け
取
っ
た
滝
本
龍
夫
隊
長
は
、「
こ
の

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
活
用
し
て
、安

全
・
安
心
な
氷
川
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
氷
川
町
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で

は
、こ
の
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
平
日

の
下
校
時
間
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、子
ど
も
の

見
守
り
や
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲交通指導員のみなさん

▲新型パトロールカー出発式の様子

1
4/

3
4/

▲運用開始された鏡消防署氷川分署
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け だよりん こ う

【お問い合わせ先】健康センター  ☎52-7154（直通）　　保健師

5月初旬に各世帯へお届けいたします。必
要書類が世帯に届きましたら、事前にご記
入の上、会場へお越しください。ご記入箇
所を書いてきていただけると待ち時間が
少なく、健診にかかる時間を短縮すること
ができます。スムーズな健診となりますよ
うみなさまのご協力をお願いいたします。

ご家族みんなで年に1回は

特定健診を受けましょう♪

5月30日（水）～6月11日（月）
住民健診が始まります！住民健診が

始まりますよ～♪

検尿は朝起きて一番の早朝尿
を採取してください。

世帯ごとを１つの封筒に入れてお届け
しています。届かないが受けたいと希望
される方は、下記健康センターまでご連
絡ください。

あなたの健診会場と時間を入れていま
す。できるだけその時間でお越しいただ
くと待ち時間少なくできる計算で予定し
ています。

名前の記入をお願いします。
受けられる方はここには何も記入せ
ずにお越しください。

日ごろ連絡が取れる電話番号を
ご記入ください。

問診票の名前、住所、電話番号、問
診項目の記載をお願いします。

裏側はがん検診を受ける方は該当
のところの記載をお願いします。

受診しない理由がある方はこちらに○
を付けて健康センターまたは宮原振興
局へお届けください。

受けたい項目に○を付けてください。

問診票（表）

問診票（裏）
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第
14
回
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
安
全
技
術
飛
行
競
技

熊
本
県
大
会
優
勝

　
３
月
６
日
㈫
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
安

全
技
術
飛
行
競
技
熊
本
県
大
会
に
お
い
て
、山
口
隆
博
さ
ん（
若

洲
）が
免
許
取
得
５
年
以
上
の
部
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、産
業
用
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
防
除
を
よ
り
安
全
か

つ
効
率
的
に
行
う
た
め
の
技
術
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、県
内
の
請
負
防
除
組
織
な
ど
か
ら
９
組
織
22
チ
ー
ム

が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
２
人
１
組
の

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、約
80
ｍ
の
規
定
コ
ー
ス
に
薬
剤
に
見
立
て
た

水
を
散
布
し
な
が
ら
飛
行
の
安
全
性
と
精
度
を
競
う
も
の
で
、山

口
さ
ん
は
難
し

い
操
作
技
術
を

問
わ
れ
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
務

め
ら
れ
好
成
績

を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、今
回
の

成
績
に
よ
り
平

成
30
年
度
全
国

産
業
用
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
飛

行
技
術
競
技
大

会
に
も
熊
本
県

代
表
と
し
て
出

場
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
環
境
で
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト

　
町
内
各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
竜
北
中
学
校
68
人
、氷
川
中
学
校
41
人
、竜
北

西
部
小
学
校
25
人
、竜
北
東
小
学
校
22
人
、宮
原
小
学
校
35

人
が
新
た
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
９
日
に
行
わ
れ
た
竜
北
西
部
小
学
校
の
入
学
式
で
は
在
校

生
と
保
護
者
大
き
な
拍
手
で
新
入
生
が
迎
え
ら
れ
る
と
、１

人
１
人
名
前
を
呼
ば
れ
大
き
な
声
で
返
事
し
て
い
ま
し
た
。

新
村
地
区
に
新
た
な
憩
い
の
場

　
新
村
地
区
に
建
設
し
た「
新
村
中
塘

公
園
」の
開
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、全
面
を
芝
生
で
覆
っ
て

い
ま
す
。憩
い
の
場
、交
流
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6
4/

6
3/

9・10
4/

▲山口　隆博さん

▲竜北西部小学校の新1年生のみなさん




